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書
学
書
道
史
学
会

へ
の
期
待

池
田
　
温

一
九
九
〇
年

（平
成
二
）
正
月
二
十

一
日
、
日
立
教
育
会
館
で
発
会
式
を
行
い
、

同
年
四
月

一
日
に
正
式
発
足
し
た
本
学
会
は
、
同
十

一
月
二
十
三
　
二
十
四
の
両
日
、

本
郷
の
東
京
大
学
法
文
二
号
館
で
第

一
回
大
会
を
挙
行
し
、
翌
九

一
年

（平
成
三
）

六
月
に
は

『書
学
書
道
史
研
究
』
創
刊
号
を
Ｂ
５
判
、
ク
リ
ー
ム
色
の
高
雅
な
装
丁

で
世
に
送
り
だ
し
た
。
以
降
、
年

一
冊
着
実
に
出
版
し
、
二
〇
〇
二
年

（平
成
十
四
）

に
は
第
十
二
号
、
今
年
は
十
三
号
が
出
る
。
創
刊
号
を
経
く
と
、
「書
道
史
研
究
の
方

法
に
関
す
る

一
つ
の
試
論
」
（杉
村
邦
彦
）
な
ど
九
篇
の
労
作
が
収
録
さ
れ
、
巻
末
に

は
第

一
回
大
会
報
告
に
質
疑
を
も
紹
介
し
て
四
頁
を
充
て
て
い
る
。
杉
村
論
を
は
、

書
を
情
況

（時
代
背
景
）
の
反
映
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
を
主
軸
に
、
作
家
論
　
作

品
論
　
書
論
の
三
分
野
に
分
か
っ
て
論
ず
る
。
氏
の
論
考
は
漠
字
書
作
品
の
芸
術
的

評
論
で
、
九
世
紀
の
張
彦
遠

「法
書
要
録
」
以
来
の
伝
統
を
も
つ
も
の
と
い
え
、
自

ら

『書
論
』
誌
を
主
宰
さ
れ
る
杉
村
氏
の
所
論
だ
け
に
追
力
に
富
む
。
そ
の
後
も
陸

続
と
掲
載
さ
れ
た
書
道
史
分
野
の
論
考
を
代
表
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

他
方
、
書
学
の
分
野
に
属
す
る
論
考
や
報
告
は
あ
ま
り
多
く
を
見
ず
、
中
で
は
萱

原
晋

「ゴ
営
０
電
津
ｇ
崎
研
究
関
連
文
献
総
目
録
」
（Ｉ
）
～

（田
）
が
五
号
か
ら
七
号

に
連
載
さ
れ
た
の
が
記
憶
に
残
る
。
こ
の
ビ
ブ
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
は
言
語
学
　
心
理

学
　
美
学
　
教
育
学
等
の
総
合
領
城
と
し
て
の
？
Ｓ
Ｆ
ｏ
ｐ
ｏ
ｓ
【８

（氏
は
こ
れ
を
書
学

基
礎
論
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
）
の
近
年
の
動
向
を
雄
弁
に
示
し
て
お
り
、
漢
字

や
か
な
の
書
の
研
究
も
決
し
て
そ
の
枠
外
の
存
在
で
は
な
い
。
萱
原
氏
が
、
多
年
に

わ
た
り

『書
道
美
術
新
聞
』
、
『書
道
研
究
賃
休
刊
中
）
、
『書
道
年
鑑
』
等
の
編
集
発

行
人
と
し
て
わ
が
国
書
道
界
マ
ス
コ
ミ
の
中
心
的
役
割
を
演
じ
て
き
た
こ
と
は
周
知

の
通
り
で
あ
る
。
自
ら
研
究
者
で
あ
り
女
子
短
大
の
教
員
で
も
あ
る
氏
が
、
既
存
の

競
書
雑
誌
や
作
品
グ
ラ
フ
誌
と
本
質
的
に
異
な
る
学
界
誌
と
全
国
的
学
会
の
存
在
の

必
要
性
を
痛
感
し
た
所
に
、
本
学
会
と
本
誌
が
生
ま
れ
る
源
が
あ
っ
た
と
み
て
あ
や

ま
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
初
代
理
事
長
に
選
ば
れ
た
西
林
昭

一

（悠
介
）
氏
の
学

徳
に
よ
り
、
本
学
会
は
基
礎
を
確
立
し
、
当
初
の
二
百
名
か
ら
会
員
も
今
や
五
百
名

を
超
す
に
至
り
、
二
〇
〇
〇
年

（平
成
十
二
）
に
は
東
京
で
第
四
回
国
除
書
学
研
究

大
会
を
挙
行
し
、
海
外
か
ら
四
〇
名
の
同
学
を
迎
え
、
わ
が
国
の
四
二
篇
と
合
わ
せ

て
計
人
○
篇
、
総
人
三
二
頁
の
大
冊
紀
念
論
文
集
も
出
版
し
た
。
本
書
は
二
〇
世
紀

東
亜
の
書
法
研
究
を
総
括
し
た

一
大
遺
産
と
称
し
て
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
二

一
世
紀
に
入
り
本
学
会
は
、
年
二
回
会
報
を
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。
会
報
の
内
容
は

多
岐
に
わ
た
り
、
会
員
に
と

っ
て
は
誠
に
有
益
な
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の

一
方
で
編
集
に
当
た
る
編
集
委
員
諸
氏
の
労
き
は
、
並
大
抵
の
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。

学
会
は
果
膳
宏
氏
を
二
代
目
理
事
長
に
迎
え
、
副
理
事
長
の
杉
村
邦
彦
、
松
丸
道

雄
両
氏
の
貢
献
も
得
て

一
〇
年
に
わ
た
り
築
き
上
げ
ら
れ
た
路
線
は

一
貫
し
て
承
維

さ
れ
、
そ
の
基
盤
は

一
層
の
厚
み
を
加
え
た
。
ま
た
、
学
会
の
運
営
が
ス
ム
ー
ズ
に

進
行
し
て
い
る
の
は
西
林
　
萱
原
コ
ン
ビ
以
来
、
会
員
と
事
務
局
が

一
心
同
体
の
協

調
で
事
を
処
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
若
手
の
幹
事
諸
氏
の

一
層
の
尽

力
も
期
待
さ
れ
、
現
代
的
感
覚
の
学
会
の
新
展
開
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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巳
快
二
挙

本
年
度

口
第
１４
回
大
会
開
催
案
内

本
年
度
の
第
１４
回
書
学
書
道
史
学
会
大
会
に
つ
い
て
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
大
会
は
今
年
は
、
１０
月
１０
日

（金
）

か
ら
１２
日

（日
）
ま
で
の
３
日
間
に
わ
た
り
、
札
幌
市
の

藤
女
子
大
学
＝
写
真
＝
ほ
か
で
開
催
す
る
遥
び
と
な
り
ま

し
た
。
詳
細
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
発
表
者
、
各
種
案
内
等
は
後

日
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
現
在
ま
で
に
日
ま

っ
て
い
る
大

要
は
以
下
の
通
り
で
す
。

○
日
程
―１
１０
月
１０
日
（金
）午
後
４
時
３０
分
か
ら
第
３‐
回
定
例

理
事
会

（於
Ｋ
Ｋ
Ｒ
札
幌
＝
予
定
）

１０
月
１１
日
（土
）
は
午
前
９
時
受
付
開
始
、
９
時

３０
分
か
ら
総
会

研
究
発
表

懇
親
会
を
順
次
行

い
、
午
後
８
時
終
了
予
定
。

１０
月
１２
日
（日
）
は
午
前
１０
時
か
ら
、
先
年
亡
く

な
っ
た
致
糧
学
の
藤
枝
晃
氏
、
昨
年
急
逝
さ
れ

た
名
誉
委
員
大
庭
脩
氏
の
ご
遣
族
の
も
と
に
残

さ
れ
て
い
る
研
究
資
料
類
の
特
別
展
示
と
、
関

連
す
る
特
別
講
演
な
ど
を
検
討
中
で
す
。
（詳
細

未
定
）

○
会
場
――
藤
女
子
大
学

（北
１６
条
校
舎
）
〒
８
Ｔ
８
Ｓ
北
海

道
札
幌
市
北
区
北
１６
条
西
２
丁
目
／
交
通
―
地

下
鉄
南
北
線

「
北
１８
条
駅
」
下
革
徒
歩
５
分
、

地
下
鉄
東
豊
線

「北
１３
条
束
駅
」
下
革
徒
歩
１０

分
／
札
幌
駅
か
ら
中
央
バ
ス
石
狩
方
面
行

「
北

・５
西
１
停
習
所
」
下
車
徒
歩
２
分

（札
幌
駅
か

ら
タ
ク
シ
ー
で
も
２
区
間
の
距
離
）

○
備
考
＝
宿
泊
に
関
し
て
は
、
役
員
の
方
々
に
つ
い
て
Ｋ
Ｋ

Ｒ
札
幌
に
若
子
の
室
数
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

東
京
と
札
幌
の
旅
行
社
に
対
し
東
京
や
各
地
か

ら
の
航
空
券
と
宿
泊
と
の
パ
ッ
ク
販
売
を
要
請

し
て
い
ま
す
。

●
　
有
田
　
目
夫

（あ
り
た
　
く
に
お
／
号
光
甫
、
大
正
７
年

生
、
学
会
会
員
）

①

「
近
代
日
本

に
お
け
る
書
論

の
展
開
―
主
と
し

て
、
明

治
　
大
正
の
書
論
を
中
心
に
―
」

②

「
昭
和
前
期
比
日
井
天
来

の
書
芸
術
運
動
を
め
ぐ

っ
て
」

③

「
新
し

い
書
固

一
致
詩

の
展
開
―
戦
後

の
書
と
抽
象
絵
画

と
の
交
流
―
」

●
　
石
井

　
長
四
郎

（
い
し

い
　
ち

ょ
う
し
ろ
う
／
号
長
慶
、

昭
和
８
年
生
、
学
会
会
員
、
東
京
成
偲
大
学
深
谷
高
校
講
師
）

①

「書
を
立
体
表
現
す
る

《
刻
書
の
技
法
と

●
　
石
日
　
干
秋

（
い
し
だ
　
ち
あ
き
／
昭
和
７
年
生
、
学
会

会
員
、
日
本
大
学
高
校
教
静
〉

①

「武
丁
期

（第

一
期
〉
甲
骨
文
に
つ
い
て
」

０
　
大
野
　
標
作

（
お
お

の
　
し

ゅ
う
さ
く
／
昭
和

２６
年
生
、

学
会
常
任
理
事
、
京
都
女
子
大
学
教
授
）

①

「
宋
の
三
大
家

（鎌
　
黄
　
米
と

②

「
清
末
碑
学
派

（何
紹
基
、
超
之
謙
と

⑤

「
三
日
時
代
の
出
土
資
料
と
石
刻
」

●
　
大
橋
　
修

一

（
お
お
は
じ
　
し

ゅ
う

い
ち
／
号
協
道
、
昭

和
２５
年
生
、
学
会
常
任
理
事
、
埼
玉
大
学
教
授
）

①

「素
材
か
ら
見
た
書
道
史
」

②

「碑
、
法
帖
入
門
」

③

「江
戸
時
代
の
書
―
長
時
貿
易
を
通
し
て
―
」

●
　
笠
障

　
忠
幸

（
か
さ
し
ま
　
た
だ
ゆ
き
／
昭
和

４‐
年
生
、

学
会
会
員
、
出
光
美
術
館
学
芸
員
）

①

「古
代
　
中
世
の
絵
巻
と
罰
書
に
つ
い
て
」

②

「桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期

の
書
壇
史
、
書
道
史
」

③

「
江
戸
時
代
唐
様
の
諸
相

（墨
跡
と
茶
道
関
係
を
合
む
と

④

「
富
岡
鉄
斎
の
作
品
」

⑤

「
買
名
松
翁
の
作
品
」

●
　
菫
原
　
理
自

（か
や
は
ら
　
す
す
む
／
昭
和
１５
年
生
、
学
会

常
任
理
事
、
カ
リ
タ
ス
女
子
短
大
講
師
〉

①

「
西
洋
美
術
に
学
ぶ
書
表
現
の
と
ン
ト
」

②

「朝
鮮
半
島
書
芸
史
入
円
」

③

「
世
界
の
ま
”
Ｈ
宮
【■
キ〓
鶏
切
究
の
現
状
と
展
望
」

●
　
河
内
　
利
治

（か
わ
ち
　
と
し
は
る
／
号
君
平
、
昭
和

３３

年
生
、
学
会
理
事
、
大
東
文
化
大
学
助
教
授
〉

①

「
日
本
、
中
日
、
台
湾

の
書
法
芸
術
お
よ
び
書
道
教
育

の

比
較
」

②

「
中
国
書
法
美
学
範
時
議
」

③

「賛
道
月
の
書
法
芸
術
」
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本年度 口第14回大会研究発表募集

今秋の第14回大会は、別項でご案内の通 り、本し幌市北区の藤女子大学キャンパスで開催の運びとなりました。

そこで例年通 り、会員各位より下記の要領で研究発表の申し込みを受け付けます。書学 書 道史ならびに関連

諸分野の斬新な研究成果の発表を期待します。替ってお申し込み下さい。

記

1)発 表同時 :平成15年10月11日 (土)午 前～午後 (今年度も日本部会、中国部会、全体会の分科会方式を採

用する方針です)

2)発 表時間 t各40分問 (質疑応答時間10分を含む)

3)申 込方法 :適宜の形式の「大会発表申込書」に標題 氏 名を明記し、別途800字程度のレジュメを添えて下さ

4)レ ジュメの形式 :レ ジュメは、 9月 末発行の本会報第 6号 に掲載する予定です。形式は原則としてワープ

ロで作成し、テキス ト形式でフロッピーに保存して提出して下さい (メール可)。図版は掲載できません。

5)申 込締切 :平成15年7月 17日 (本)=必 着 =

6)決 定と通知 :8月 2日 の学会理事会および大会運営委員会で決定し、個別にお知らせします。

※本大会発表については、編集委員会は学会誌 「苦学普道史研究J第 14号 (平成16年秋刊)へ の論文投穂申し

込みを受理したものとして扱いますので、改めての学会誌への投穏申し込みは不要です。

※この論文原稿の締切は、来年3月末日です。投稿原稿は、査読委員会で採否が決定されます。学会誌掲載につ

いてご不明の点は、編集委員会まで文書でお問い合わせ下さい。

※大会発表中込書とレジュメ (フロッピー)は 、封間に 「発表レジュメ在中」と明記して下記へお送 り下さい。

なお、事故を避けるため、出来るだけ配連記録郵便をご利用下さい。

(送り先〉〒150‐0031東京都渋谷区桜丘町29-35 ヴイラ桜ケ丘ビル7F

書学書道史学会国内局 03札幌大会運営委員会  宛

①

「
昭
和
初
期

の
家
刻

の

一
断
面
―
西
川
率
　
生
井
子
球
往

復
印
稿
を
通
し
て
―
」

②

「
印
款
と
採
拓
法
」

③

「針
印

の
心
得
―
鮮
や
か
な
印
影
を
得
る
た
め
に
―
」

●
　
興
膳
　
宏

（
こ
う
ぜ
ん
　
ひ
ろ
し
／
昭
和
１１
年
生
、
学
会

理
事
長
、
京
都
日
立
樽
物
館
館
長
）

①

「
王
議
之
と
そ
の
時
代
」

②

「書
詩
の
展
開
」

●
　
澤
日
　
雅
弘

（
さ
わ
だ
　
ま
さ
ひ
ろ
／
昭
和
郷
年
生
、
学

会
常
任
理
事
、
群
馬
大
学
教
授
）

①

「何
紹
基
、
租
之
講
と
そ
の
周
辺
」

②

「代
筆
と
棋
倣
の
社
会
」

①

「飲
豊
信
仰
」

●
　
神
野
　
雄

二

（
し
ん
の
　
ゆ
う
じ
／
昭
和
郷
年
生
、
学
会

会
員
、
熊
本
大
学
助
教
授
）

①

「索
刻
の
騰
史
と
鑑
賞
」

②

「
日
本
印
人
に
つ
い
て
」

●
　
杉
浦
　
妙
子

（す
ぎ
う
ら
　
た
え
こ
／
号
掛
社
、
昭
和

２５

年
生
、
学
会
理
単
、
二
松
学
舎
大
学
露
師
）

①

「
平
安
期
に
お
け
る
仮
名
古
筆
に
つ
い
て
」

②

「
日
本
の
昔
識
に
つ
い
て
」

①

「■
典
文
学
の
中
に
表
現
さ
れ
る
書
の
表
話
に
つ
い
て
」

●
　
杉
村

　
邦
彦

（す
ぎ
む
ら
　
く
に
ひ
こ
／
昭
和

１４
年
生
、

学
会
副
理
事
長
、
四
国
大
学
教
授
）

①

「
中
国

の
書
人

の
人
間
像
と
そ
の
書
芸
術

（二
議
之
、
顔

真
卿
、
疎
駅
、
米
、
許
友
、
鶴
山
等
と

②

「
近
代
日
中
書
法
交
流
史

（楊
守
歌
、
張
廃
卿
、
羅
振
玉

ら
と
日
本
人
の
交
流
な
ど
こ

③

「
日
本
近
代

の
書
人

（内
藤
潮
南
、
長
尾
雨
山
、
日
下
部

鳴
穏
、
松
田
雪
村
、
巌
谷

一
六
牛
こ

●
　
鈴
木
　
晴
彦

（す
ず
き
　
は
る
ひ
こ
／
号
貞
斎
、
昭
和
２９

年
生
、
学
会
常
任
理
事
、
昭
和
学
院
短
大
講
師
）

①

「
日
本
古
代
碑
の
世
界
」

②

「
日
本
金
石
学
研
究
に
つ
い
て
」

⑥

「江
戸
苦
道
認
」

●
　
高
城
　
弘

一

（た
か
し
ろ
　
こ
う

い
ち
／
号
竹
竜
、
昭
和

３９
年
■
、
学
会
幹
手
、
大
木
文
化
大
学
助
教
授
）

Ｏ

ヨ
呑
機
切
」

の
謎
」

②

「料
紙
に
つ
い
て
」

③

「
ｉ
朝
か
な
古
争
に
つ
い
て
」
　

　

　

（次
貢

へ
つ
づ
く
）

員

、
大

④

「中
国
の
思
想
と
打
学
」

⑤

「
中
国
光
学
と
球
法
」

●
　
河
野
　
隆

（か
わ
の
　
た
か
し
／
昭
和
郷
年
生
、
学
会
会



No 5/2003 6 1
△
= (4)報

大
庭
脩
先
生
を
悼
む

興
膳

宏

昨
年
の
十

一
月
二
十
七
日
、
大
庭
脩
先
生
が
急
逝
さ
れ
た
。
し
ば
ら
く
お
目
に
か
か
る
機
会
を
得
な
か

っ
た
が
、
先

生
の
イ
メ
ー
ジ
は
い
つ
も
活
力
に
溢
れ
た
感
じ
だ

っ
た
の
で
、
新
聞
の
計
報
欄
の
記
事
が
に
わ
か
に
信
じ
ら
れ
ぬ
思
い

だ

っ
た
。

大
庭
先
生
と
の
出
会

い
は
、
私
が
愛
知
教
育
大
学
に
い
た
と
き
、
先
生
を
集
中
講
義
に
お
迎
え
し
た
こ
と
が
機
縁
だ

か
ら
、
今
か
ら
も
う
三
十
五
年
ば
か
り
も
前
に
な
る
。
当
時
、
私
の
知
る
先
生
は
、
秦
漢
法
制
史
や
漢
簡
研
究
の
分
野

で
の
気
鋭
の
研
究
者
で
、
見
る
か
ら
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
塊
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
た
こ
と
が
忘
れ
が
た
い
。

そ
う
し
た
本
来
の
専
門
分
野
で
、
先
生
は
も
ち
ろ
ん
そ
の
後
も
着
々
と
実
績
を
重
ね
ら
れ
て
い
っ
た
。
だ
が
、
実
は

そ
の
こ
ろ
、
私
な
ど
が
想
像
も
し
な
か

っ
た
新
し
い
分
野
で
、
先
生
は
す
で
に
瞳
目
す
べ
き
成
果
を
世
に
問
う
て
お
ら

れ
た
の
だ

っ
た
。
『江
戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
持
渡
書
の
研
究
』
と
題
す
る
大
冊
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
、　
一
九
六
七
年

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
の
中
国
文
化
受
容
の
研
究
は
、
日
本
文
化
史
研
究
に
新
生
面
を
開
く
画
期
的

な
意
義
を
有
し
て
い
た
。
そ
れ
は
大
庭
先
生
の
得
意
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
し
て
、
そ
の
の
ち
さ
ら
に
大
き
く
展
開
さ
れ
、

人
六
年
に
は

『江
戸
時
代
に
お
け
る
中
国
文
化
受
容
の
研
究
』
で
学
士
院
賞
を
受
賞
さ
れ
た
。

大
庭
先
生
は
、
書
学
書
道
史
学
会
の
創
立
準
備
が
始
ま

っ
た
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
学
会
の
設
立
に
大
き
な
意
義
を
認
め

ら
れ
、
積
極
的
に
そ
の
実
現
に
尽
力
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
本
学
会
が
誕
生
し
て
か
ら
は
、
長
く
理
事
を
務
め
ら
れ
、
定

年
制
で
そ
の
地
位
を
退
か
れ
て
の
ち
は
、
名
誉
会
員
に
推
さ
れ
て
今
日
に
至

っ
て
い
る
。
ご
自
身
が
館
長
の
任
に
在
ら

れ
た
大
阪
府
立
近

つ
飛
鳥
博
物
館
で
、
本
学
会
の
大
会
を
開
催
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
も
、
我
々
の
記
憶
に
な
お
鮮
明
で
あ
る
。

本
学
会
の
た
め
に
力
強
い
後
ろ
盾
を
亡
く
し
た
喪
失
感
は
大
き

い
。
こ

こ
に
先
生
の
本
学
会

へ
の
ご
貢
献
に
心
か
ら
感
謝
し
つ
つ
、
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
た
い
。

④

ヨ
小
島
切
」
に
つ
い
て
」

⑤

「古
筆
学

へ
の
招
待

（古
筆
学
入
円
と

●
　
鶴
回

　

一
雄

（
つ
る
た
　
か
す
お
／
号
進
亭
、
昭
和
２７
年

生
、
学
会
理
事
、
新
湯
大
学
助
教
授
）

①

「中
国
新
出
上
の
書
」

②

「春
秋
　
職
国
時
代
の
文
字
資
料
」

●
　
中
村
　
伸
夫

（な
か
む
ら
　
の
ぶ
お
／
昭
和
３０
年
生
、
学

会
常
任
理
事
、
筑
波
大
学
助
教
授
）

①

「
職
国
文
字
の
書
法
Ｉ
Ａ
郭
店
楚
簡
Ｖ
を
例
と
し
て
―
」

②

「清
末
民
初
期
の
中
国
書
法
に
つ
い
て
」

③

「
２０
世
紀
の
中
国
書
法
―
敵
動

の
中
の
伝
統
芸
術
―
」

０
　
名
児
耶
　
明

（な
ご
や
　
あ
き
ら
／
昭
和
２４
年
生
、
学
会

理
事
、
五
島
美
術
館
学
芸
部
長
）

①

「遣
曇
か
ら
見
る
仮
名
文
字

の
変
遷
」

②

「定
家
様

（定
家
流
書
風
）
の
成
立
の
意
味
」

③

「御
子
左
家
と
伝
西
行
筆
古
筆
」

●
　
野
中
　
浩
俊

（
の
な
か
　
ひ
ろ
と
し
／
号
吟
雪
、
昭
和
１６

年
生
、
学
会
監
事
、
新
潟
大
学
数
援
）

①

「
文
人

富
同
鉄
斎
―
書
を
中
心
と
し
て
―
」

②

「書

の
愛
好
―
書
を
楽
し
む
に
は
―
」

③

「書
と
書
の
周
辺
―
鑑
賞
の
方
法
　
親
し
み
方
―
」

●
　
日
野
　
校
顕

（
ひ
の
　
と
し
あ
き
／
昭
和
４
年
生
、
学
会

会
員
〉

①

「
百
代

の
新
風
―
中
林
宿
竹

の
書
―
」

②

「
十
七
帖
臨
書
の
バ
ー
ジ

ョ
ン
ア
ツ
プ
ー
梧
竹

の
書

の
進

化
―
」

③

「書

の
極
意
と
心

の
悟
り
―
梧
竹
堂
書
話

の
思
想
―
」

●
　
一二
宅
　
吉
向
司

（
み
や
け
　
た
か
し
／
，
相
舟
、
昭
和
２０
年

生
、
学
会
会
員
、
東
洋
大
学
教
授
）

①

ヨ
関
戸
本
古
今
和
歌
集
』

の
研
究
―
書
写
年
代

の
考
察

と
そ
の
美
に
つ
い
て
―
」

②

「
か
な
書

の
美
と
芸
術
」

③

「
た
し
な
み
と
教
養
」

●
　
森
岡
　
隆

（も
り
お
か
　
た
か
し
／
昭
和
３０
年
生
、
学
会

幹
事
、
筑
波
大
学
助
教
授
）

①

「仮
名

の
字
形
と
表
記
法
に
見
る
唐
普
風
の
受
容
」

②

「仮
名

の
発
遥
及
び
手
習
歌
の
変
遷
」

⑤

「古
筆
復
元
の
試
み
」

●
　
横
田
　
恭
三

（よ
こ
た
　
き
ょ
う
ぞ
う
／
号
閑
雲
、
昭
和

２９
年
生
、
学
会
会
員
、
跡
見
学
園
女
子
大
学
助
教
授
）

①

「職
目
楚
簡
文
字
の
変
遷
」

②

「
日
中
交
流
史
―
水
野
疎
梅

の
場
合
―
」
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「
エ
リ
オ
ッ
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と

宋
元
の
名
蹟
」
展
か
ら

大
野
　
修
作

大
阪
市
立
美
術
館
で
開
催
さ
れ
て
い
る

「海
を
渡

っ
た
中
国
の
書
―

エ
リ
オ
ッ
ト

コ
レ
ク
シ
ヨ
ン
と
宋
元
の
名
蹟
―
」
展
を
見
、
同
展
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
パ
ネ
ラ
ー
役

を
務
め
て
改
め
て
宋
元
の
名
蹟
の
迫
力
を
実
感
し
た
が
、
こ
こ
で
は
黄
庭
堅
の

「贈

張
大
同
書
」
（挿
図
）
と

「廉
頗
商
相
如
伝
」
の
二
点
を
中
心
に
述
べ
て
み
た
い
。
と

も
に
日
本
で
初
め
て
公
開
さ
れ
る
名
品
で
、
米
国
ま
で
足
を
の
ば
さ
な
い
と
見
ら
れ

な
か
っ
た
貴
重
品
で
あ
る
。
「贈
張
大
同
書
」
は
城
部
分
の
み
が
残
っ
て
お
り
、
城
だ

け
で
も
興
味
の
あ
る
内
容
で
あ
る
が
、
前
半
に
は
韓
倉
の

「送
孟
束
野
序
」
が
書
か

れ
て
い
た
こ
と
が
、
『蘇
黄
風
流
小
品
』
と
い
う
内
閣
文
庫
蔵
の
山
谷
題
阪
に
よ
っ
て

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ち
な
み
に
通
行
の
四
部
叢
刊
本
や
津
逮
秘
書
本
で
は
そ
の
存

在
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も
、
普
学
研
究
の
困
難
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
「廉

頗
蘭
相
如
伝
」
は
、
「李
太
白
憶
旧
遊
詩
巻
」
と
筆
致
が
極
め
て
似
た
名
品
で
、
現
存

す
る
黄
庭
堅
最
大
の
作
品
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
黄
庭
堅
の
伝
世
の
名
品
の
ほ
と
ん
ど
が
五
十
歳
以
降
に
書
か
れ

て
お
り
、
し
か
も
大
半
が
他
人
の
計
文
で
あ
る

（
『史
記
』
の

「康
頗
商
相
如
伝
」
で

あ
り
、
李
白
の

「憶
旧
遊
詩
」
で
あ
り
、
劉
高
錫
の

「経
伏
波
神
洞
」
で
あ
り
、
韓

念
の

「送
孟
束
野
序
」
で
あ
る
等
。
「松
風
開
詩
巻
」
は
自
作
の
詩
を
書
い
た
少
数
の

例
）
こ
と
は
、
書
の
作
品
は
誰
に
帰
属
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
さ
せ
て
し
ま

う
。
も
し
写
維
生
が
き
い
た
も
の
な
ら
、
そ
れ
は
単
な
る
詩
文
の
原
拠
で
あ
る
テ
キ

ス
ト
の

一
つ
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
黄
庭
堅
が
き
い
た
も
の
は
、

他
人
の
詩
文
で
あ
っ
て
も
、
黄
自
身
の
全
身
体
的
思
考
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
お
り
、

黄
庭
堅
の
作
品
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
即
ち
前
人
の
詩
文
を
書
く
こ
と
は
、

ま
ず
そ
の
文
章
に
対
す
る
熱
い
共
感
が
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
り
、
文
章
家
と

し
て
言
葉
を
つ
む
ぎ
出
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ほ
と
ん
ど
を
、
書
の
線
の
道
形
に
打
ち
込

ん
で
独
自
の
世
界
を
構
築
す
る
こ
と
に
費
や
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
唐

宋
以
降
の
伝
世
品
を
書
論
と
し
て
扱
う
困
難
さ
が
あ
る
。

″

イ
縁

最
近
の
書
学
研
究
は
、
木
竹
簡
を
は

じ
め
、
新
出
土
品
に
対
す
る
研
究
が
多

く
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
後
漢
以
前
の
も

の
は
、
ほ
と
ん
ど
が
固
有
名
詞
と
し
て

の
筆
者
名
の
わ
か
ら
な
い
も
の
で
、
い

わ
ば
文
字
、
書
体
研
究
が
中
心
と
い
え

る
。
と
こ
ろ
が
中
唐
以
降
、
個
性
的
な

書
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
、
そ
の
研
究

方
法
は
、
そ
れ
以
前
と
は
異
な
っ
た
も

の
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
が
、
そ
の
方

法
も
法
き
の
所
在
日
録
も
確
立
し
て
い

な

い
所
に
難
し
さ
を
感
じ
る
と
と
も

に
、
新
し
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
研
究
者

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
、
よ
り

本
質
的
な
不
満
と
不
安
を
覚
え
て
い

Ｚつ
。
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二
十

新
出
の

「本
願
寺
兼
輔
集
切
」高

城
　
弘

一

二
月
二
十
五
日
か
ら
二
月
五
日
ま
で
、
東
京
国
立
博
物
館
で

「西
本
願
寺
展
」
が

開
催
さ
れ
た
。
今
回
の
目
玉
は
、
本
願
寺
三
十
六
人
家
集
が
全
冊
公
開
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
で
、
こ
れ
は
初
の
快
挙
で
あ
る
。
だ
が
、
三
期
に
分
け
ら
れ
、
順
に
陳
列
さ

れ
て
い
っ
た
の
は
記
憶
に
新
し
い
。

明
治
二
十
九

（
一
人
九
六
）
年
、
大
田
周
魚
が
西
本
願
寺
の
庫
裡
で
二
十
六
人
家

集
を
発
見
し
た
当
時
は
、
三
十
六
家
集
　
三
十
九
帖
で
あ

っ
た
。
家
集
と
帖
と
の
数

が

一
致
し
な
い
の
は
、
「人
麿
集
』
『貫
之
集
』
『能
宣
集
』
が
上
下
に
分
か
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
内
、

当
初
の
書
写
本
が
三
十

二
家
集
　
三
十
四
帖

で
、
残
り
四
家
集
　
五

帖
と
い
う
の
は
、
「兼

輔
集
』
が
平
安
末
期
の

補
写
本
で
、
「人
麿
集
』

上
下
、
『業
平
集
』
『小

町
集
』
が
江
戸
時
代
の

新
出

「本
願
寺
兼
輔
集
切
」
　
補
写
本
で
あ
る
。

当
初
の

『人
麿
集
』
は
江
戸
初
期
頃
ま
で
に
分
割
さ
れ
、
「室
町
切
」
と
し
て
二
葉

が
現
存
し
、
『業
平
集
』
は
同
じ
く

「尾
形
切
」
と
し
て
十
数
葉
が
確
認
さ
れ
る
。
こ

の

『人
麿
集
』
は
当
初

一
帖
で
あ

っ
た
可
能
性
が
高
く
、
も
と
は
三
十
六
家
集
　
三

十
人
帖
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
『順
集
』
や

『仲
文
集
』
は
部
分
的
に
抜
き
取
ら

れ
、
前
者
は

「岡
寺
切
」
令
糖
色
紙
」
と
も
）
と
し
て
十
数
葉
、
後
者
は
特
に
固
有

名
は
な
く
二
葉
ほ
ど
確
認
で
き
る
。
因
み
に
、
「石
山
切
」
は
昭
和
四
年
に

『貫
之
集
』

下
と

『伊
勢
集
』
と
が
分
割
さ
れ
命
名
さ
れ
た
新
名
物
切
で
あ
る
。

今
回
俎
上
に
す
る

『兼
輔
集
』
は
、
平
安
末
期
の
補
写
本
に
も
関
わ
ら
ず
、
料
紙

四
枚
分

（人
丁
分
）
、
洋
業
本
の
数
え
方
で
い
う
十
六
頁
分
が
抜
き
取
ら
れ
、
古
筆
切

と
し
て
諸
家
に
行
き
渡
る
こ
と
に
な
っ
た
。
小
な
茂
美
博
士
著

『古
筆
学
大
成
』
で

は
、
こ
の
新
出

「本
願
寺
兼
輔
集
切
」
を
六
貢
分
拾
遺
し
、
図
版
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
原
本
が
焼
失
し
写
真
だ
け
が
残
る
も
の
、
大
田
周
魚
に
よ
る
摸
写

断
簡
も
含
む
の
で
、
こ
の
大
策
と
現
存
数
は
、
必
ず
し
も

一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。

「西
本
願
寺
展
」
の
第
二
期
で
も
、
こ
の

『莱
輔
集
』
が
陳
列
さ
れ
、
あ
た
か
も

完
本
の
よ
う
に
見
開
き
で
広
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
如
上
の
理
由
に
よ
り
零
本
と
い
う

べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。

こ
の
度
、
こ
の

「本
願
寺
兼
輔
集
切
」
が
新
た
に
発
見
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

す
な
わ
ち
、
欠
落
部
の
十
六
分
の
一
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
は
書
写
内

容
も
当
然
の
こ
と
、
筆
跡

（伝
寂
蓮
筆
）
　

料
紙

（か
ら
紙
や
金
銀
泥
に
よ
る
下

絵
）
　

一
頁
の
行
数

（九
行
）
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
て
、

ツ
レ
と
認
定
し
た
の
で
あ
る
。
国
宝
の
一
部
を
補
う
も
の
と
し
て
、
誠
に
貴
重
な
断

簡
の
新
出
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
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学
会

の
あ
ゆ
み

・
歴
代
役
員

一
覧
‐‐
‐‐
‐‐
□

◆
第
Ｉ
期
役
員

理

事

長
Ｔ

西
林
昭
一

副
理
事
長
Ｔ

角
丼
　
博

杉
村
邦
彦

常
任
理
事
Ｔ

石
川
　
康

【理
　
　
事
Ｔ

新
井
儀
平

浦
野
俊
則

大
野
修
作

大
橋
修
一

木
下
政
雄

久
米
　
公

工
村
清
司

名
児
耶
明

西
口
越
雄

野
中
活
俊

藤
木
正
次

松
丸
道
雄

【監
　
　
事
Ｔ

小
木
真

一

寒
田
光
彦

◆
第
Ｖ
期
役
員

【理

事

長
Ｔ

西
林
昭
一

【副
理
事
長
∵

角
井
　
母

杉
村
邦
彦

な
九
道
雄

【常
任
理
事
Ｔ

池
田
　
温

大
庭
　
脩

萱
原
　
首

果
購
　
宏

田
中
　
有

事
Ｔ

新
井
儀
子

満
野
俊
則

大
野
修
作

大
橋
修

一

本
下
政
雄

久
米
　
公

小
木
真

一

玉
村
滞
司

名
児
郎
明

野
中
浩
俊

藤
木
正
次

事
∵

柴
口
光
彦

中
村
伸
夫

小
木
良

一

沢
田
雅
弘

鈴
木
晴
彦

中
村
仲
夫

野
中
治
俊

【監
　
　
事
Ｔ

近
藤
葉
大

柴
田
光
彦

◆
第
Ｍ
期
役
員

【理

事

長
Ｔ

興
膳
　
宏

【副
理
事
ミ
∵

杉
村
打
彦

松
丸
道
雄

【常
任
理
事
▼

大
野
修
作

大
橋
修
一

萱
原
　
言

沢
口
独
弘

回
中
　
右

中
村
伸
男

藤
本
正
次

【理
　
　
事
▼

新
井
儀
平

石
回
　
墜

浦
野
後
則

河
内
利
治

沢
田
雅
弘

杉
市
炒
子

鈴
木
晴
彦

西
林
昭
一

野
】
浩
校

古
容
　
稔

【監
　
　
事
≡

久
米
　
公

柴
田
光
彦

◆
第
Ⅶ
期
役
員

【理

事

長
Ｔ

果
購
　
宏

【副
理
事
長
▼

杉
村
邦
彦

口
中
　
右

【帝
任
理
事
▼

新
井
儀
平

大
野
修
作

大
橋
修
〓

萱
原
　
晋

沢
田
雅
弘

中
村
伸
男

藤
木
正
次

古
谷
　
稔

【理

　

事
Ｔ

石
田
　
肇

汀
内
利
活

杉
前
妙
子

鈴
木
晴
彦

辻
井
義
昭

換
田
一
離

名
児
耶
明

福
田
哲
之

横
田
恭
三

一監
　
　
事
Ｔ

浦
野
後
則

野
中
浩
俊

（帝
京
大
学
教
授
）

（締
馬
大
学
助
教
授
）

（昭
和
学
院
短
大
助
教
授
）

（筑
波
大
学
助
教
授
）

（新
潟
大
学
教
授
）

（和
洋
国
府
台
女
子
高
教
諭
）

（跡
見
学
国
女
子
大
学
教
授
）

〈国
内
局
長
〉

〈事
務
局
長
〉

【理

萱
原
　
音

果
椿
　
宏

な
九
道
雄

事
Ｔ

迪
田
　
温

大
庭
　
竹

本
下
政
雄

車
森
細
一

久
米
　
公

束
野
芳
明

西
田
龍
離

藤
源
有
仁

人
木
俊
凝

事
▼

小
木
良

一

田
中
　
右

◆
第
Ｉ
期
役
員

【理

事

長
Ｔ

西
林
昭
一

｛副
理
事
長
Ｔ

角
井
　
確

杉
村
邦
彦

【常
任
理
事
Ｔ

石
川
　
炭

大
庭
　
脩

宣
原
　
晋

果
膳
　
宏

口
中
　
有

事
≡

池
田
　
近

今
井
潤
一

大
野
修
作

木
下
政
雄

卓
森
紳
一

久
米
　
公

名
児
耶
明

西
日
滝
雄

藤
原
有
仁

水
田
紀
久

人
木
俊
お

事
▼

小
木
良

一

藤
本
正
次

【監【理【監

◆
第
正
期
役
員

【理

事

長
▼

西
林
昭
一

【副
理
事
長
Ｔ

角
井
　
博

杉
村
ネ
彦

【”
任
理
事
Ｔ

池
田
　
温

大
庭
　
脩

査
原
　
腎

興
膳
　
宏

田
中
　
有

豊養餐葵策埋匡贅昌美受委異
園化化学学院舎学大学学化学
女大大敦大短大助学教教大教
子学学授学大学教助涯授学授
大教教
V院
JI J講授敦

ヤV教 V

暑

じじ
 謹 整
∪
Vじ
  じ

匡

実東訂北京多千評書関
段京講降都摩栄識道西

李曇
香
展金泰李

香
暴李

大大 教 教大教 V教
学学  諭 援学技   授
教教  VV教

V  V

授授    授

（断
見
学
国
女
子
大
学
教
授
）

（筑
波
大
学
教
授
）
【国
内
局
長
／
煽
案
委
員
長
】

（京
都
教
育
大
学
教
授
）
【国
際
局
長
】

（京
都
市
立
芸
術
大
学
講
師
）
【出
版
局
長
】

（関
西
大
学
教
授
）

（カ
リ
タ
ス
女
手
短
大
講
師
）
【事
務
局
長
】

（京
都
大
学
教
授
）

（実
践
女
子
大
学
教
授
）

（前
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
所
長
）

（筑
波
大
学
名
輩
教
授
）

（京
都
女
子
大
学
助
教
授
）

（大
手
前
女
子
大
学
教
授
）

日
大
大
学
教
授
）

【理一監

◆
第
Ｖ
期
役
員

【理
事
長
≡

西
林
昭
一
（淑
徳
大
学
教
授
）

【副
理
事
長
Ｔ
杉
村
邦
彦

（京
都
教
育
大
学
教
授
）
【学
術
局
長
】

な
丸
道
雄

（東
京
大
学
名
普
教
授
）
【同
環
局
長
】

【常
任
理
事
Ｔ
池
田
　
温

（創
価
大
学
教
授
）

大
野
修
作

（京
都
女
子
大
学
教
授
）

大
橋
修
一
（■
代
田
女
学
園
高
校
執
諭
）
【編
集
局
長
】

角
井
　
博

（究
波
大
学
教
授
）

萱
原
　
並日
（カ
リ
タ
ス
女
子
短
大
講
師
）
【事
務
局
長
】

興
聴
　
宏

（京
都
大
学
教
授
）

田
中
　
有

（実
践
女
子
大
学
教
授
）
【国
内
局
長
一

藤
本
正
次

（日
本
大
学
技
接
）

【理
　
　
事
▼
新
井
隆
平

（大
束
文
化
大
学
教
授
）

浦
野
後
則

（千
葉
大
学
教
授
）

木
下
政
難

（大
手
前
女
子
大
学
教
接
）

久
米
　
公

（大
東
文
化
大
学
教
授
）

カ

リ

タ

ス

【事
務
局
長
一

【出
版
局
長
】

【国
際
局
長
一

回
内
局
長
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４
氏
を
「名
誉
会
員
」推
挙

〈理
事
（じ

昨
秋
の
第
十
三
回
大
会

（於
京
都
教
育
大

学
）
に
際
し
て
開
か
れ
た
第
二
十

一
回
定
例

理
事
会
に
お
い
て
、
長
年
に
わ
た
り
斯
学
の

発
展
と
学
会
運
営
に
貢
献
さ
れ
た
以
下
の
四

氏
を
、
新
た
に

「名
誉
会
員
」
に
推
挙
す
る

こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

◇
池
田
温
会
員

（
い
け
だ
　
お
ん
／
昭
和
六

年
生
ま
れ
）
中
国
古
代
中
世
史
、
東
ア
ジ
ア

前
近
代
文
化
交
流
史
／
東
京
大
学
文
学
部

卒
、
同
大
学
院
修
／
前
東
京
大
学
東
洋
文
化

研
究
所
教
授
／
現
創
価
大
学
教
授
。
学
会
に

は
平
成
二
年
四
月
入
会
、
理
事
二
期
、
常
任

理
事
二
期
を
務
め
ら
れ
た
。

◇
未

下
政
雄
会
員

（き
の
し
た
　
ま
さ
お
／

昭
和
六
年
生
ま
れ
）
日
本
古
代
中
世
普
道

史
／
立
命
館
大
学
文
学
部
卒
／
元
京
都
日
立

博
物
館
学
芸
課
資
料
室
長
、
前
堺
市
博
物
館

副
館
長
／
現
大
手
前
女
子
大
学
教
授
。
学
会

に
は
平
成
二
年
四
月
入
会
。
理
事
五
期
を
務

め
ら
れ
た
。

◇
久
米
公
会
長

（く
め
　
い
さ
お
／
昭
和
五

年
生
ま
れ
）
き
写
苦
道
教
育
／
広
島
大
学
教

育
学
部
卒
／
元
文
部
省
視
学
官
、
元
千
葉
大

学
教
授
、
前
大
束
文
化
大
学
教
授
／
現
四
国

大
学
教
授
。
学
会
に
は
平
成
二
年
四
月
入
会
。

理
事
五
期
、
監
事

一
期
を
務
め
ら
れ
た
。

◇
西
林
昭

一
会
員

（に
し
ば
や
し
　
し
ょ
う

い
ち
／
昭
和
七
年
生
ま
れ
）
中
国
古
代
書
道

史
／
大
束
文
化
大
学
文
学
部
卒
／
元
跡
見
学

園
女
子
大
学
教
授
、
前
淑
徳
大
学
教
授
。
学

会
創
設
に
関
わ

っ
た
五
人
委
員
会
の

一
員
。

理
事
長
五
期
、
理
事

一
期
を
務
め
ら
れ
た
。

２
氏
を
「参
事
」推
挙
　
　
〈理
事
△じ

学
会
で
は
ま
た
、
昨
年
の
本
会
報
に
よ
る

会
則
改
正
手
続
き
に
基
づ
い
て

「本
会
名
誉

会
員
推
挙
規
準
に
合
致
す
る
理
事
　
監
事
の

役
職
に
な
い
満
７０
歳
未
満
の
会
員
の
参
事
推

挙
」
が
会
則
に
規
定
さ
れ
た
の
に
伴

い
、
第

二
十

一
回
定
例
理
事
会
で
次
の
二
氏
を

「参

事
」
に
推
挙
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

◇
角
井
　
博
会
員

（か
く
い
　
ひ
ろ
し
／
昭

和
十
三
年
生
）

◇
松
九
道
雄
会
員

（ま
つ
ま
る
　
み
ち
お
／

昭
和
九
年
生
）

日
会
員
動
静

○
池
田
温
会
員

＝
勲
三
等
旭
日
中
綬
幸

（教

育
研
究
功
労
）
受
章

○
西
林
昭

一
会
員
＝
和
歌
山
県
文
化
功
労
賞

受
賞

○
角
井
博
会
員
＝
渋
谷
区
立
な
涛
美
術
館
館

長
就
任

○
菅
野
智
明
会
員
――
筑
波
大
学
芸
術
専
門
学

群
美
術

（書
）
コ
ー
ス
専
任
講
師
新
任

○
鵠
田

一
雄
会
員
１１
新
潟
大
学
教
育
人
間
科

学
部
教
授
昇
任

○
蓮
見
行
度
会
員
＝
東
洋
大
学
文
学
部
教
授

昇
任

○
松
本
文
子
会
員
＝
鶴
見
大
学
文
学
部
専
任

講
師
新
任

○
杉
村
邦
彦
会
員
＝
四
国
大
学
文
学
部
書
道

文
化
学
科
教
授
新
任

○
谷
口
邦
彦
会
員
＝
安
田
女
子
大
学
光
学
部

車
任
講
師
新
任

○
神
野
雄
二
会
貝
＝
熊
本
大
学
教
育
学
部
助

教
授
新
任

○
丸
山
旭
恵
　
Ｓ
弘
生

○
韓
天
雁
　
Ｗ
生
　
中
国
美
術
学
院
教
授

○
張
　
莉
　
毬
生
　
一界
都
大
院
生

○
中
島
美
和
　
Ｓ
弘
生
　
淑
徳
大
院
生

○
中
村
雅
昭

（素
岳
）
Ｓ
ｌ２
生
　
貞
香
会
理

事
長

○
倉
本
光
雄
　
Ｓ
ｌＯ
生
　
前
府
立
高
教
諭

①
朴
　
彦
　
拓
生
　
エネ
教
大
院
研
究
生

○
岡
本
和
恵
　
Ｓ
鶴
生
　
淡
海
書
車
教
授

◆
新
型
肺
炎
の
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
す
る
た
び

に
、
中
国
の
恩
師
や
友
人
の
事
が
気
に
な
り

ま
す
。
書
を
学
ぶ
た
め
に
中
国
に
留
学
し
て

い
る
方
々
は
帰
国
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ

の
会
報
を
手
に
す
る
頃
に
は
沈
静
に
向
か

っ

て
い
る
と
よ
い
の
で
す
が
。
　

（小
川
博
章
）

◆
通
勤
の
途
中
、
二
輸
草
の
小
群
落
が
あ
り
、

清
楚
な
白

い
花
の
夕
方
に
閉
じ
て

″時
″
を

守
る
姿
に
、
つ
く
づ
く
／
切
に
は
余
裕
を
持

ち
た
い
と
思

っ
た
。
　

　

　

（柿
木
原
ク
ミ
）

◆
四
月
三
十
日
付
前
売
新
聞
夕
刊
に
、
「欠
落

粟

輔
架
』
断
間
を
発
見
」
と
し
て
、
社
会
面

に
カ
ラ
ー
図
版
入
り
で
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

こ
の

「本
願
寺
兼
輔
架
切
」
の
鑑
定
に
関
わ

り
、
読
売
新
開
本
社
で
取
材
を
受
け
た
。
そ

の
関
係
で
、
急
拠
こ
の
会
報
に
も
紙
面
を
割

愛
頂
い
た
次
第
で
す
。
　

　

　

（高
城
弘

一
）

◆
今
年
も
様
々
な
中
国
と
の
交
流
展
が
計
画

さ
れ
、
秋
に
は
述
寧
省
博
物
館
新
館
の
竣
エ

記
念
展
を
は
じ
め
と
す
る
行
事
が
予
定
さ
れ

て
い
る
が
、
の
と
あ
の
猛
成
は
衰
え
を
見
せ
な

い
。
各
方
面
で
深
刻
な
影
響
が
出
て
い
る
だ

け
に
、　
一
刻
も
早
い
た
静
化
を
祈
念
し
た
い
。

（宮
田
　
淳
）

◆

「少
年
老

い
易
く
学
成
り
難
し
」
を
痛
感

す
る
年
男
で
す
。
道
革
を
食
み
な
が
ら
の
羊

歩
で
す
が
、　
一
歩
ず

つ
前

へ
と
思
い
お
り
ま

す
。
各
人
の
前
進
が
、
学
会
の
前
進
に
な
り

ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
（森
岡
　
隆
）

◆

「会
報
」
第
五
号
を
お
屈
け
す
る
。
今
号

で
早
く
も
三
年
目
に
入
る
。
や

っ
と
編
集
作

業
の
段
取
り
に
も
慣
れ
て
き
た
。
こ
れ
も
ひ

と
え
に
、
ご
執
筆
各
位
な
ら
び
に
編
集
委
員

諸
氏
の
多
大
な
る
ご
支
援
の
賜
と
深
謝
中
し

上
げ
る
。
二
、
三
頁
に
ご
案
内
の
通
り
、
本

年
度
は
大
会
開
催
日
程
が
例
年
よ
り
も

一
ヶ

月
余
り
早
ま

っ
て
い
る
。
し
か
も
、
本
学
会

初
の
北
海
道
で
の
開
催
で
あ
る
。
会
貝
諸
氏

に
お
か
れ
て
は
特
に
ご
留
意
い
た
だ
き
、
ご

準
備
を
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
。
（築

壕

）

15年度事業・活動計画 (案)

4月 1口  「 20備会貞名簿」発行

4月 10日 本 部付幹11顔合せ会 会 報編集会議

6月 1日  会 報外5を発行

6月 1口  「 学会弛減センター03Jス ター ト

6月 下句 学 会将来干,画委員会会議

6月 下旬 相 染局榔集会議 (学会議)

8月 2日  外 32回臨時理事会会議 (於東京)

8月 上旬 第 14いI大会運営委員会 (於札幌)

9月 1日  「新頼 書 通史年表事典J発 行 (発売)

9月 下旬 会 報第 6,発 行

9月 末日 学 会法第13号発行

10月10日 分 33回定例理事会会議 (於札幌)

10月11日 第 14阿大会 (於藤女子大学)

10月12日 外 14阿大会特別行事 (予定)

12月中旬 舛 Ⅷlul役貝改選選挙告示

12月末 H 学 会は第14,投 稿中込締切

1月 下旬 神 任FI」'会 (予定)

2月 下旬 第 1凹 書学書道史公開講演会 (予定)

3月 中旬 第 ululttH改 選選挙

3月 下旬 外 34回臨時理事会会議 (於東京)

3月 末日 学 会離第14号投植原稿受付締切
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